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□ かんが タツが ント 

日 11 田 交! 八丄も ぁ* 及い 方 

HITACHI Denki Daiku 


こんな お 没に 立ちます 


木 巧の かんな 仕上がで きます. 

切削 能力は …… 切を 深さ 0 .己 mm および 0.25nim (プ レー ト 使用のと き） 
巧 幅 61mm. 

無 負荷 回転 致 …… おみ も 500 回転 
重量 1 .日! 巧 （モー トル 本体を 含まず） 



第 1 國 



え プー リー （A) (部晶 No. 5 ) を 平面の 
ホを 内側に して （外側に 凹んだ 方が 
くるよう に） モート ル 本体の スピン 
ドルに ねじ 込んで くださ レ、. 

(:第 2 図） 




え マウントを ベルト （部晶 No. 10) が 
プーリー （A)， プー リー （B) (部品 
No. が に 楽に 掛けられる 位置まで 移 
動 させ， プー リー （A)， （B) 間にべ 
ルトを 掛け まナ. （第 3 固） 

4. ベルトを 掛けましたら マウント をで 
きる どけ 後方に ずら し ベルト に 張力 
を 与えて， 下部の ボルト （ 部品 No. 
3 ), を ボックス ス パナ （部品 No. 8 ) 
の 大きい ホで 締付け 固定して くださ 
い. （第 4 固） ベルトは 中む 部を 指で 
はさん でか 側で 約 1 〜 2 mm 位 タワ 
ムが 態まで 張力を 与えて く ださい. 
(第 5 図). なお 2 回目な 後の 使用の 
便宜を はかる ため マウントを 固定し 
たま ま の 状態で ベル トを 取りは ずし 
ますと ベル ト 張力 調整の 必要が あ 口 
ません. このが 態で ベルトを 掛ける 
ときは 最初 プーリ ー CB) の 端に ペル 
卜を かけ， つぎに プーリー (A) にか 
けプー リーを 回しながら ベルトを 指 
で 押し 次第に 奥の ホに 移動 させて 
< ださ V、. 


第 5 図 
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第 6 図 


6. プー リー （A) をモー トル 本体より 取りは ず 
す 際は モー トル 本体の ス ピン ドルを スパナ 
(A) で おさえ， プー リー （A) の 外周に 設け 
て ある 巧に ドライバー をき し 込み， プーリ 
— (A) を おに 回転 させて くださ V、. （第 7 國） 


瓦 

ベルト カバー I： 部品 No. 6) について い 
る凸 起を ハウジング 9 ベア リン ダ 室 上部 
の 巧には めを み， （図の 矢印 部） サラ ルネ 
ジ （部品 No. の でべ ル ト カバーを 固定し 
てくだ さ V、. 

(第 6 國） 



第 7 図 


•使い方は 

1 最初 削り 始める ときは 必ず カ ッター ブロ ックに 刃を 取 付けて いる ボルトが ゆるんで 
いない こと を 確認して ください- 
を 本 機は 切 込 深さ 0.5mm 固を 形であります が 切达を 少なく したい 場合は. 付属の プ 
レート （部品 No. 9) を フロント ベースに 差し 化み， （第 8 図） 切 込 深さを 化2 日 mm 
じ 変えて ご 使用く ださい. 

3. 削り おめ ると き は 右手で モート ル 本体の/、 ン ドルを しっかり 握り. 左手で かんな 本 
饰:の ノブ （部品 No.ll) を 軽く 握り， 木 おの 上に フロントべー ス をのせ， カツ タブ ロ 
ックを 木材から 孤 mm 程度 引離して おきます. （第 9 図） 



次に モー トル 本体の スイ ツチを 入れます と カ ツタ ブロ ツクが 回転し ますから ノブの 方 
に 力を入れて， 機体が 平らに 木材の. 上を 動く ようじして 静かに 前へ 進めて ください. 


(第 9 園） 


も かんなの 送り 速度は 切这 深さが 0. 目 mm のとき はお 分 3 〜 4m， 切 
込 深さが 0. 2 日 mm のとき はおみ 4 〜 5 m が 適当です. 

ふしな どの かたい 部分を 削る ときは 送り 速度を 遅く してく ださい. 
なお 送り 速度を 遇く ずる 程 仕上 面は きれいになります. 


切削 時の 助か しでが まかつ たり， ベルトの 舆 りが ゆるい と， 
はずれたり ナる 巧れ がちり ますので 巧み ま 意して く ださい， 


、と， 巧 用 中に ベルトが ス リダ プ したり， 


も 機体が 木が の 端に 来ましたら ノブの 力を 抜き， ハンドル のちに 力を 
入れて ください. そうしません と 機体が 急に 前に 傾き， 木 巧の 端を 
大きく 削り取る ことがあ 口ます. 

氏 削り 始めと 終りのと きを 除いては 力を 前後 均等に かける ようにして 
くださ レ、 • 

マ. 機体を 卓上 または 床上 ■におく ときは フロン ト ベー スやリ ヤぺ一 六を 
突き 当てたり 刃先を 欠いたり しないよ うにして ください. 

も 定置 形と して 刃を 上に して 使う ことは 危険です から やめて 下さい 
え かんな 屑のは き 出し 口の 奥で 巧が 回転して おり 危険です から 指を 
入れないで ください. 



L 巧の 取りは ずし， 取 付けは 必ず モート ル 
本体の プラグを 電源より 拔 いてから 巧な 
っ てくだ さ V、. 



え 刃を 取りは ずす ときは 刃を 締めつ けて い 
る 2 個の ボル トを ボックス スパナを 使用 
してげ るめ， カジ タブ ロックより 取りは 
ずします. 


つぎに 2 本の 巧 高調 整ネジ を ドライバー 
じより 交互に ゆるめ， 刃が カッ タブ ロッ 
クじ 水平に 動く ようじして 呼び出します. 
(カツ タブ ロック 構造 図 参照）. 


カッ タブ’ ロッタ 帯 造 図 


ス 刃の 取が けは， カッ タブ ロックの 刃を 入’ 
れる潍 や 巧に ついている 切り屑な どを よ 
く 拭いてから 巧を 溝に 半分 位 沈めて おき， 
巧 高調 整ネ ジ をカッ タブ ロックに ねじ 込 
み， ドライバー により 交互に 締めて 巧を 
がリ ヤ ベースと 同一 線 上に な るよう に 調 
整し， ポルトを 締付け ます. 調整は S 角 
定規を リヤ ベー ス 上に 立てて， ハウ ジン 
ダの カッ タブ ロ ック室 底面に ついている 
朱印 （:第 10 図 矢印） 部の 所で 刃先が 兰角 
定規に 触れる 程度に 合わせて く なさい 
(第 10 図） なお. 巧を 完全に 締付け ました 
ら巧 高調 整 ネジも 回転 中 動かめ よう にす 
るた め 巧の 切欠 溝い っ ぱい 迄 締付け てく 
ださい. 

も 2 本の ボルトは しっかり と 締付け てくだ 
さい. （第 11 図） ただし， このと き ボック 
ス スパナの ハン ドルに パイ プな どを 差し 
达んで 長く して 締付け ますと ネジ 山を く 
ずしたり， ボルトを 破 断したり いたし ま 
すから 絶対に 避けて ください. 



刃の 研ぎ 出しに ついて 





1 刃は 被 切削が の 種類に よって 研ぎ 直し 
までの 時間が 違います が， 約 100m ほ 
ど 削りました ら 研ぎ 直しを 行なって く 
だきい. 

なお 有瑚研 巧は を 5mm くらい， 郞ち 
巧の 丈 班 mm まで 研ぎ 直しを して 使用 
できます. （第 12 國 参照） 


第に 図 



第 13 図 


2 . 

刃の 研ぎ 出しは 普通の 手かん なの 刃を 研 
ぐ 要領で 結構です. この 際 付属品の 刃 研 
ぎ 保持 具 (部品 No, 1 のを 使用いた します 
と 2 枚 一緒に 容眞に 巧 研ぎが できます. 
(第 13 図） また， トイ シ (部品 Nol のは 付 
属 の祂ト イシを 用い， 機械 地 （ミシン 油. 
自転を あなど） を 使 巧して 研いで くださ 
い. この 際 機械油の 代りに 水を 用いても 
結稱 です. — 


巧 研ぎ 保持 具の 使用は つぎの 要領で 巧な 
っ てくだ さい. 

2 枚の 巧の 巧 おが 同一 面 上に 位置す るよ 
うに それぞれ 保持 具に 取 巧け， ワ ッシャ 
と ナベ 小 ネジで 固定し まず. （第 14 図 参照） 
このと き 2 おの 刃 面は トイ シ面 上に 所定 
の 刃先 角に を定 して 置かれ ますから 簡単 
に 2 がの 巧を 同時に 研磨す る こと がで き 
ます. 


(注） のの さ: の 巧な つた 2 故を 同時に 研 度す るち をは， 2 みの 巧 面が トイ シ 面に 平らに 当たり ま 
せんから 巧を 出し入れして， 2 枝の 坦 面が 同一 面 上になる よ 5 に 調 S してく ださい. 


保 守 本 機を 使用 後は 必らず 刃が 绩び ないよう に 巧 面を 清掃し 機械が な 
どを 塗布して おいてく ださい. 

その他 万一 不具合な 点が あった とき や， 部品の ご 購入 や 樓理の ご 必要の 
ときは. お 買 ホめ の 販売店に ご 巧 誤く ださる よう お 為い いたし ま 
す- 
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本 


社 


東京 営 巧 巧 
大阪 営樂巧 
九州 営榮巧 
を古屋 営業所 
ネし峡 営業が 
仙を 営業所 
富 山 営巢巧 
広 届 営 第 巧 
四国 営業所 


ちちが 千 巧 田 区 かの 内 1 T 目 4 を 化 （巧 •丸 ビル） 

束を 都 モ化田 区 丸の 内 1 下目 4 ホ 地 （巧 か ビル） 
乂阪ホ 化 区 巧 田 2 を 地 （巧 一を お ビル） 

语岡ホ 天神 町 如を 地 （お 巧 ビル 7 階） 

を 古 屋巿中 区 新 ザの 1 T 目 6 をが （巧 日を を 館 9 階） 
ホし 化 あ 化 3 を 西 4 T 目 1 ホ お （.与 株 ビル） 

祉を市 東の ホ T 51 を 地 （ H をを をが） 

畜山巿 新が 町 おの 2 を 化 （太 巧を を ビル） 

広 島 お 基 的 1 を お （第一を を ビル 4 巧） 

商 松 ホ 兵が 町 8 を 地の 1 (日. 本 生を ビル） 


サー 
ステー シヨ 


巧 巧 巧 まがな ま 区を W 径住町 1 下目 6 をリ 
大阪 大阪あ 此巧区 化を を 川 通 1 下目の 番 fl 
九州 僖岡巿 たず 宿巧曹 4 即 T 41 的を 化の 1 
一一ん し 口: ボ千ま 区 小 松 町 7 T 目が を 化 


へ をお屋 . 

、* 化’ あ 道 ん巧 ボ导 化 巧 孕 似 530 番化 
/袖を 宮巧 巧き 巧 節を ザが 町 大字 <人 巧 
ぞ前原 1 日 5 を 化 

富 山 ま 山 巧 五 沼を 骨 5518 餐化 
広岛 広を 巿ホ巧 中 町す 巧搭 47 巧 


を 話 ま 京 （21 の 1111 (大代） 
倍 巧 号 トウ キヨ ウ J ヒ プチ 
話た を （2 じ） 1111 (大代） 
悟な 号 ト ウネ ヨウ」 ヒ ブナ 
話 大巧 （36) 1 3 0 1 (大代） 
情 巧を オ ウサ々 I ヒブ千 
話 福 岡 （74) 5 8 3 1 く 大巧） 

のか ロ フ クオ々」 ヒ ブナ 

皇 （24) 71 な一 5( け） 
け） 2504 , 8605 

_ け） 16 扣 （代） 

電信 咯号 セン グイ」 ヒブ千 
を 話 ま 山 （2 ) 1624, 1625 

電信 おを ト ヤ マ J ヒタ 牛 

を 話 広 島 （2) の 91 (大代） 

— i ちち 号 to シマ J ヒタナ 
話 高な 2)61 如. の 28, のの. 

悟 ■&号 ク 々マツ J ヒ タチ 

話ち を （641) U 班 （巧} 

話大阪 （が） 52 幻 （巧） 

話语岡 （巧） 0131-0135, 0507 
話を 古屋口 3) 7144 ( ft ) 


